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The purpose of the study is to clarify the educational function of provincial culture which is 
provided during Magnet School (MS) in high school. In this study， two MS programs世 ecarried out. 
Students have a touch with the real thing of provincial culture in these programs. 1 clari五edthat 
students got concern with a local area around them and local residents through MS dealt with the 
real thing of provincial cultt町e.MSisuse白1when we deal with it in high school. 
[キー ワー ド] 地域，生活文化，マグネットスクール，高等学校，松山能
1 問題の所在と方法
本研究の目的は，高等学校を知呆にして，地域
の生活文化をマグネットスクールの形で、カリキュ
ラムに接続することにより，そのとき得られる教
育的効果を明らかにすることである。本研究での
生活文化とは，衣食住を中心とした生活環境を構
成する文化であり，作法や行事，芸能など無形の
ものを含めて地域固有のものとして歴史的に培わ
れてきたものを言う。
近年の高等学校はどのような状況にあるのか。
佐藤学は次のように言う。
「普通教育Jは，大衆化した中等教育が
担うべき公共的使命を表現する概念で
あり，普通科，職業科を間わず，すべて
の高校教育の基軸を形成すべき理念な
のである。
佐藤学の指摘のように，普通教育という高等学
校で共通して学ぶべき概念が存在する。普通教育
としての中等教育とは， I現代社会の抱えるさまざ
まな諸課題の解決に将来貢献しうる知性と能力と
倫理を備えた民主的主体を形成する教育」と佐藤
学は言う。地域の生活文化は，普通科，職業科と
いう枠組みを越えて関わる普通教育に該当する。
なぜなら，地域固有のものはその地域に暮らすも
のとして誰でも共通して接し，見直すことのでき
るものだからである。だが生活文化の本物に直接
触れたり体験したりという展開は，すべての学校
においてなされているかと言えばそうではない。
総合的な学習の時間などの活用は，学校により展
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聞の様相に差があるのが実情である。
本研究では，生徒が暮らす身近な地域の生活文
化を高等学校に取り入れることを試みた。地域の
生活文化に高等学校で、も関わっていくことの必要
性について次の3点を指摘したい。
1点目は，教養という観点からである。教養に
ついては， 2002年(平成14年)の中央教育審議
会が「新しい時代における教養教育の在り方につ
いて(答申)Jで，次のように教養教育の必要性を
述べている。
自らが今どのような地点に立っているの
かを見極め，今後どのような目標に向か
つて進むべきかを考え，目標の実現のた
めに主体的に行動してし、く力をもたなけ
ればならない。この力こそが，新しい時
代に求められる教養であると考える。
我々は，このような前提を踏まえながら，
歴史的な転換期・変革期にあって，一人
一人が自らにふさわしい生き方を実現す
るために必要な教養を開書築していく必
要がある。
さらに同答申では，新しい日制tに求められる教
養の要素の中の1っとして， I我が国の生活文化や
伝統文化の価値を改めて見直す必要がある」とし
ている。
2点目は，教育的効果という観点からである。
本物に触れることにより感性が磨かれ，身近な地
域の大人と関わることから人への関心を高めるこ
とや大人との受け答えが自信を持ってで、きるよう
になることが期待される。 これはコミュニケーシ
ョン力，自己表現の力を養うこととなる。
3点目は，地域活性という観点からである。大
都市圏以外の地方にあっては若年層の人口減少と
高齢化の熱題に直面している。そこに暮らす人々
が充実した生活を過ごすことや産業の活性化を図
る上で，地域を見直し地域への関心を高めること
が重要である。地域の生活文化を高等学校に盛り
込むことは以上の必要性から意味が見出される。
当初，身近な地域のことを知り，地域の専門家
と関わりながら本物に触れる体験をするというこ
とを高等学校の中で行えないかと考えた。しかし，
平日の学校カリキュラムの枠内だけでは本物に触
れる体験を導入することに限界があった。そこで，
マグネッ トスクールすなわち土日など学校の授業
日ではない日程に希望制の学習会を設置すること
で，地域の生活文化の本物に触れる体験を伴う講
座を実施した。
2 先行研究の検討
(1)先行研究ーマグネットスクールについて
成松美枝 (1998)によれば，マク、、ネットスクー
ルはアメリカ合衆国における教育改革の一環と し
て， 1970年代から各都市で実施されてきた判交選
択制度の一つで、ある。特色ある教育フ。ログラムを
提供し，従来の通学区域を越えて親や生徒を磁石
(Magnet)のように引きつける学校は，本来人種
統合の達成を目的として1970年代半ばより開始
された施策で、あった。
一方，日本で文部科学省から委託を受け2006
年より行われた「マグネッ トスクー ノレ言周査研究事
業」 は，民間活力導入による地域自立型の実体験
学習学校を「マグネッ トスクール(日本版)Jと名
付けている。これはアメ リカ版と異なり， (a)民聞
が主体となる点， (b)現在の学校の中では実現しに
くい体験的なフ。ログラムを実施する点 (その際専
門家やその道の達人等を招き，子どもに 「本物J
から教わる体験をさせる)， (c)平日の放課後と土
曜日・日曜日に公立学校で教室を開く点の3点が
鞘蚊として整理できる。
本研究で、実施するマグ守ネッ トスクー ノレは， この
マグネットスクール(日本版)の粕ノ敷をおさえた
上で， 学校の授業とは具なる休業日などの時間帯
に，地域の人等を招き， 1本物」 に触れる体験をさ
せることを鞘敷とする。
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(2)先行事伊トA高等学校の生涯学習講座につい
て
地域の生活文化が高等学校に取り入れられて展
開している実践例と して，山形県立A高等学校の
生涯学習講座がある。A高等学校では2001年度
(平成13年度)より生涯学習講座を開講している。
講座は前期 ( 5~9 月)と後期 (10~2 月)の年
間 2つの時期に実施をしており， 各期と も 3~ 4
講座を展開している。その講座のテーマの一つに，
「郷土の歴史 ・文化」 がある。生涯学習運営委員
会を校内に設置し，講座担当者を年度の初めに決
定して実施されている。その担当者は，当該校に
所属する教員の場合もあれば，地域の識者である
場合もある。生涯学習講座という側面上，一般の
方への学校施設と学習環境の開放という 目的もあ
るため，受講する生徒は講座担当者の他に地域の
一般の方と関わりながら学ぶことができるという
特徴を持つ。講座は平日の午後に設置しているが，
授業と重なってしまうという関係上生徒の受講数
が少ないという乱喧点もある。
この生涯学習講座のテーマである「郷土の歴
史・ 文化Jは本研究で言う生活文化にあたり，生
涯学習講座での展開がなされていることは形式と
しての可能性を意味する。 しかし本研究では，生
徒による希望制と言う点は同じであるが， 休業日
などの時間帯に講座を設置する。さらにA高等学
校では，この生涯学習講座の中で本物に触れなが
ら得た知識や感動もその講座の事後のアンケート
より報告されている。本研究においても，知識や
関心を得ることをねらいと し「本物」に講座の中
で触れる展開を組み込む。
3 実践と結果
本研究では，山形県内の2つの高校においてマ
グネットスクールの考え方による講座を実施した。
講座の留意点は2つあるo 1点目は実物資料や映
像資料などにより地域の生活文化の本物に触れる
体験を盛り込むことである。 2点目は講師と生徒
とのやりと りがある双方向的な展開を組み込むこ
とである。いずれも地域に実際に出て行き関わる
ことを想定した上で重視した点である。
(1)山形県立A高等学校(以下， A高校)におけ
る土曜講座の実践
①ねらいは次の3点である。
第1に，地域の歴史や文化を知り，地域への関
心を高めることで，生徒自身のよりよい生き方へ
とつながる。
第2に，生徒が本物に触れる体験やその分野に
精通した人から学ぶということを盛り込むことで，
高等学校内だけでは得難い，地域に対する関心や
知識を新たに得ることが期待できる。
第3に，高等学校と生活文化を結びつけるにあ
たり，マグネットスクーノレとし寸形式はどのよう
な成果もしくは課題点があるのか検証する。
②講座の展開
2012年 10月27日(士)13:00"'-'14:30に実施。
参加生徒は11名。講座名は， 1郷土の達人に聞く，
テーマ:むかしのくらしと生活の知恵を学ぶーや
まがたの食とくらし-Jである。講師に村山民俗
学会会長である野口一雄氏をお呼びした。当日の
講座展開の概要は次の通りである。
1.道具のいろいろ (20分)
食の道具(片口やすずとっくりなど)を生
徒が手に取り，すずとっくりにどの位の水が
入るかを体験してし1く。
2.茶色に塗った和本 (15分)
『農家大学』の実物を見，なぜ柿渋を本に
塗ったのかとの質問に答える。(防虫のため)
3. 山形の名産・名物/食べ物 (20分)
名産の番付表をもとに，山形の名産を知る。
知っている食べ物をプリントにマークする。
4.備荒食・飢僅に備える (15分)
スライドで「殺される嬰児jの絵j馬を見る。
飢僅のときの食糧について，知っているもの
をマークする。実物:1さいかちの葉J
5.郷土料理，作柄の占い，蕎麦 (10分)
図1. A高校での当日の講座の棟子
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③アンケートの結果
講座終了後に，参加した 11名の生徒を対象にア
ンケートを行った。次の表は4段階の選択肢によ
る4質問項目の要素及びその平均値である。
(※1 :低 4:高)
質問番号 要素 平均値
1 講座の楽しさ 3.64 
2 地域への知識・理解 3. 73 
3 地域への関心の高まり 3.45 
4 地域の人への関JL¥ 3.55 
匿自「今回，地域(やまがた)のことについて
楽しく学べたJについて
講座を楽しく感じたかどうかについて， 7割以
上が4(あてはまる)と答えている(平均値3.64)。
匿固「今回参加して，地域に対する輔が深ま
ったo (特にやまがたの食ゃくらしについて)Jに
ついて
これは，地域への知識・理解の部分で，地域の
ことを知り視野を広げることとつながる。 8割以
上が4 (あてはまる)と答え，平均値も 3.73と今
回の講座で最も高い。講座で展開した内容につい
て新たに多くのことを知ったとするO
匿F~~311これからもっと，身近な地域(やまがた)
のことについて知りたいと思ったjについて
これは，講座を受けての今後の地域に対する関
心の高まりについて示す。 5割以上が4 (あては
まる)， 3割以上が3(ややあてはまる)としてお
り，肯定的ではあるが他の項目こ比べるとやや低
い。平均値は3.45である。だが後述するように，
感想において「もっと知りたくなった」というよ
うな次回に結びつく記述をしている生徒も半数程
おり，関心は確かに得ている。
匡閏「機会があれば地域のいろんな方にこれか
らも触れたり話を聞いたりしてみたいJについて
これは，参加生徒の地域の人に対する関心の高
まりについて示す。 7割以上が4 (あてはまる)
としている(平均値3.55)。
ここまでのところで， 1， 2の質問項目の数値
の方が3，4の質問項目の数値より高く出た。こ
のことから講座そのものから得る楽しさや地域に
対する知識・理解については大きく成果があるが，
今後に結びっくような地域のことや人に対する関
心の高まりについては確かにあるものの， 1， 2 
の項目ほどではないということが今回の土曜講座
について言える。だが今回のような講座展開をし
たときに，このような高い成果が得られるという
ことが明らかになった。
匿fb~51 r今回土曜日の企画でしたが，もし次回こ
のような企画を行うとしたら，どういう日程で行
うのが良いですか」について
「土曜(休日)の方が良いJと回答したのは3
名 (27.3%)，r学校の『総合的な学習の時間』な
どの授業内で、あった方が良しリと回答したのは8
名 (72.7%)で、あった。「平日の学校のある日の方
が良い(授業外)Jと回答したのは0名で、あった。
休日に講座に参加するということについてはニー
ズの面からも難しい点がある。
匡園「今回の講座の中で良かったと思う点」
について(記述式)
良かった点については大きく 3つある。第1は，
「実物に触れられる，見られるJということで，
参加生徒11名中6名が言及している。質問項目7
の感想と合わせると 7名がこの実物という点に言
及している。第2は， r知らなかったことが知れた」
(関連:質問項目 2)というものである。質問項
目6において5名が言及している。第3は， r分か
りやすい説明だったJr進め方がうまいJという講
師の展開・説明に関するものである。この3つの
良かった点が，講座全体を通して得た知識，関心
や，講座の楽しさと繋がってくる。それが，講座
のねらいの達成にも関わってくる要素となる。
匿固「今回参加してみての感想J(記述式)
感想の中で，大きく 5つの特徴的な記述が見ら
れた。第1は， r講座の展開が楽しかったJ(関連:
質問項目 1) というものであり， 5名が答えてい
る。第2は， rもっと知りたくなったJrまたこう
いう企画があれば参加したいJ(関連:質問項目 3)
というもので、あり 6名が答えている。この記述は
地域の事柄に対する興味・関心の高まりを表す。
第3は， r山形を知る機会となったJr生活の知恵
を知ることができたJ(関連:質問項目2)という
もので、，併せて9名が回答している。地域の知識・
理解に関する所であり， 5つの中で、最も多くの言
及があった。第4は， r実物の驚きJに関するもの
で， 7名が答えている。この点は第3の鞠ノ敷と同
様に質問項目 6の「良かった点」の記述と連動す
るものである。第5は， r現実味があふれでいて，
生活の苦しさを感じたJr昔の人の知恵はすごいな
と思ったJなど情感に関するものである。 4名が
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このような内容を答えている。質問項目 6と併せ
て，知識・理解や実物に関わる点は，感想でも多
くの生徒が言及することとなった。
(2)山形県立B高等学校(以下， B高校)におけ
る講座の実施
①ねらい
A高校と同じ3点による。
②講座の展開
2012年 12月26日(水)14: 00~15 : 30に実施
(生徒は冬期休業中)。参加生徒は 12名。講座名
は， r身近な地域の伝統文化を学ぶ一程統芸能『松
山能』について一」である。講師に松山能演能団
体「松調社j会長の榎本和介氏をお呼びした。当
日の講座展開の概要は次の通りである。
1. r松山能・竹生島jの映像鑑賞 (15分)
演じている松山能の場面を映像で捉える。
2.能で用いる面・装束・扇の紹介(18分)
面を2つ出し，実際につけて歩く体験をす
る。唐織を身につける。扇を2つ紹介し(源
氏，平家)，それぞれに意味があることを知る。
3.身近な伝統芸能と現在「能Jが大事に
されている地域について (25分)
知っている地域の伝統芸能を答える。能に
関わる 3つ(松山，黒川，山戸)を示し，能
の歴史，東北の芸能の分布やルーツについて
地図を用いながら学ぶ。
4.体験・小謡を謡ってみる (15分)
「高砂」祝言小謡を，声に出し練習する。
図2. B高校での当日の講座の様子
③アンケートの結果
講座終了後に，参加した 12名の生徒を対象にA
高校と同様のアンケートを行った。(※ 1:低-
4:高)
質問番号 要素 平均値
1 講座の楽しさ 3.58 
2 地域への知識・理解 3.58 
3 地域への関心の高まり 3.42 
4 地域の人への関JL' 3.33 
匡日「今回，身近な地域のことについて楽しく
学べた」について
6割以上が4 (あてはまる)と答えている(平
均値3.58)。
医画「今回参加して，地域に対する醐が深
まった。(特に松山能や地域の伝統芸能について)J
について
地域への知識・理解の部分は6割以上が4 (あ
てはまる)と答えた。平均値も 3.58と，質問1と
同じく最も高い数値である。
匡~rこれからもっと，暮らしている身近な地
域のことについて知りたいと思ったJについて
5割以上が4 (あてはまる)としている。平均
値は3.42である。A高校と同様，感想において「今
度見に行きたいと思ったJなど記述している生徒
は半数以上おり，高い関心を示している。
臣自「機会があれば地域のいろんな方にこれか
らも触れたり話を聞いたりしてみたしy について
地域の人に対する関心の高まりについては" 5 
割が4(あてはまる)としている(平均値3.33)。
この項目が他の項目より数値としてやや低く出たO
A高校のアンケート結果との違いが見られる。
A高校同様， 1，2の質問項目の数値の方が3，
4の項目の数値より高い。講座の楽しさや地域へ
の知識・理解はこのようなマグネットスクールに
おいて高い成果が得られる。地域や人に対する関
心の高まりについては1，2の項目ほどではない。
匡自「今回冬期休業中の企画でしたが，もし
次回このような企画を行うとしたら，どういう日
程で行うのが良いですかJについて
「土曜など休日の方が良い」と回答したのは1
名(7.7%)，r平日の学校のある日の放課後が良し、j
と回答したのは4名 (30.8%)で、あったor学校の
『総合的な学習の時間』などの授業内であった方
が良しリと回答したのは8名 (61.5%)で、あった
(述べ13名)。休日に参加することについてはA
高校同様に難しい点がある。
IWFp~ 61 r今回の講座の中で良かったと思う点」
について(記述式)
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良かった点については大きく 2つある。第1は，
「実物に触れられる，体験ができた」としづ点で
ある。 12名中8名が言及しており，最も多くの記
述があった。第2は， r能の映像が見られた」とい
うもので， 3名が言及している。他に，少人数形
式で、の展開で、あったため話を聞きやすかったとす
る記述もある。マグネットスクールで本物に触れ
る体験を展開に盛り込む際の適正な人数規模が示
唆される部分である。
匿Fp~71 r今回参加してみての感想J(記述式)
感想の中で，大きく 4つの鞘敷的な記述が見ら
れた。第1は， r地元の文化を知ることができた」
「能や扇の意味について知ったJ(関連:質問項目
2) という知識・理解に関するもので最も多く，
9名が回答している。第2は， rもっと調べてみよ
うと思ったJr今度見に行きたいと思ったJ(関連:
質問項目 3) という地域の事柄に対する興味・関
心に関するもので， 7名が回答している。第3は，
「全校生徒にもぜひ知ってほしし¥Jなど広めたい
とする記述で， 3名が回答している。他者へと伝
えたい感動体験が得られている。第4は， r実物の
驚き」や「能面をつけるなど体験がで、きた」とし1
うもので， 4名が答えている。質問項目 6と併せ
ると，知識・理解に関することや実物について多
数の生徒が言及することとなった。興味・関心の
高まりに関しでも記述に多く現れた。
今回の各講座での成果の内容は3つある。
①参加生徒が地域の歴史や文化を知ったo
②参加生徒が，本物に触れることで地域に対する
関心を新たに得た。
③生活文化をマグネットスクールで扱うときの成
果と課題点が明らかとなった。
これら 3つがねらいに則して達成された。
4 考察
(1)地域の生活文化に触れたことによる教育的効
果
2つのマグネットスクーノレ実践を行って，各ア
ンケートより次の3つの成果が得られたO
①地域への知識・理解 (A高校:3.73， B高校:
3.58) 
②地域への関心 (A高校:3.45， B高校:3.42) 
③地域の人への関心(A高校:3.55，B高校:3.33)
地域に対する知識・理解が本研究でのマグネッ
トスクーノレで最も高い数値を示した。それは身の
回りの知らないこと，特にA高校では「食」に関
する事柄や昔の人の生活の知恵， B高校では地域
の伝統芸能や「能」について知ったという点であ
る。地域や生活文化に対する関心，地域の人に対
する関心も各講座により現れた。これは，地域へ
の愛着を持つことや，今後地域に関する事柄に触
れていくきっかけとなる。講座そのものを楽しく
感じたことも各マグネットスクールによる教育的
効果である。本物に触れる体験，身体を動かす体
験，感動体験は心身の解放感を与え，生の実感，
生活への意欲へとつながっていく。なぜなら，五
感を用い豊かな感情を覚えることは今生きている
生の肯定につながるからである。地域の生活文化
を展開の素材としたことで，これらの点について
効果を得ることとなったo
マグネットスクールによる教育的効果に関して
次の3つを指摘する。第1に，どのような講座の
展開形態がこの高い数値，効果に結びついたのか。
アンケートでの良かった点・感想の記述から今回
の成果に結びつくものが見出される。すなわち，
各講座では未修の事柄を題材として扱っていると
いうこともあるが，講座そのものが楽しく感じら
れるもので、あったことが地域への興味を起こすこ
とに大きく関係している。それが学びにもつなが
り理解も深まることとなってくる。それではどう
いう展開の要素が楽しさとなったか。
それは，実物やインパクトのあるスライド・映
像による発見や驚きがあったから，そして対宮古や
身体を伴った体験活動が両方の展開に組み込まれ
ていたからだとアンケートの記述より明らかとな
る。講座を参観頂いたA高校の教職員Xからは次
のような言葉があった。「準備・御用意された『教
材』を直接手に取っての『双方向』の学習は，生
徒にとって， w満足』以上の『感動』を体験するこ
とができたと思います」。各講座は双方向的で，本
物に触れたり体験したりして参加者意識が感じ取
れる形式とした。このような講座の特性が，各質
問項目による教育的効果とつながる。
第2に， A高校の方がB高校よりもアンケート
の数値がやや高く出たことについてで、ある。これ
は展開された内容による。 A高校では「食」を中
心とした生活文化という身近な経験と結び付きゃ
すい内容であるのに対し， B高校では「能」を題
材とした生活文化(伝統芸能)という普段なじ
みが少ない内容で、あった。この違いが数値の差と
151 
なって現れた。しかし，感想においては知識・理解，
地域への関心の高まりについてほぼ同数とも言
える記述がある。従って，数値ほど実質的な効果
の差はない。ただし，昔の人に対する共感など情
感については，展開のテーマに含めたA高校のみ
記述があった。これは展開中に，自分自身とあて
はめて考えられるものが含まれていたからである。
第3に，講座後の講師の方の言葉より明らかに
なることである。すなわち， ["今回の講座のみで地
域に対する関心が前よりも劇的に高まったという
ことは簡単に言い切れないだろう」という言葉で
ある。実際，参加者全体の持続的な興味・関心の
劇的な高まりについては一回の講座からは見てと
れない所である。このような講座や体験を何回か
持続して受けてこそ，関心は確実に高まってし、く。
ただし， 一部生徒においては大きく変容している
体験ともなっている。それは，感想、に「全校生徒
にもぜひ知ってほししリとしづ記述があるように，
1度の講座の経験が契機となり関心以上のものを
感じているからである。何より，このような講座
を実践することの有用性が示される。
生徒が地域の大人との関わりにより地域の人へ
の関心を得る点について言えば，今回の各講座は
講師1人と受講した生徒の関係が主で、あった。こ
こに数人の大人が混ざれば，かつそれで、さらにや
り取りが発生することで楽しく感じることとなれ
ば関心はさらに高まることが予想される。
(2)マグネットスク}ルという形式に関して
このような効果を得た各講座であるが，マク、、ネ
ットスクー ノレで、あるからこそ，時間配分や内容，
保護者や多くの地域の方を引き入れるといった展
開の自由度が保証されている(保護者・ 一般参加
を期待するには休日は効果的である)。
地域の生活文化や伝統文化という内容について
は， A高校の生徒の感想に次のものがある。「これ
からこうし寸講座をたくさんやってほしいと思い
ましたJoB高校の生徒の感想、には「全校生徒にも
ぜひ知ってほしい内容だった」とある。このよう
な内容について生徒が求めていることが明らかと
なった。各校での質問項目 5では ["W総合的な学習
の時間(以下， ["総合J)~など学校の授業内で、あっ
たほうがいしリという回答が6"-'7割前後あり，
授業と連動した展開を求めている。教職員も，地
域の文化を高等学校で扱うことについては多数が
「必要J["意味のあることであるJと考えている。
これは， A高校で教職員を対象としたアンケート
において26名中20名が肯定的に捉えていること
から言える。
一方，質問項目 5で生徒が「休日や放課後の方
が良いJと回答したのは約3割である。教職員に
ついては，休日の講座運営については「必要があ
れば」という条件付きも含めて6名の肯定に留ま
る。生徒のニーズ、や教職員理解という点での熟曹
を指摘できる。だが，高等学校の現状で「総合j
などで生活文化の本物に触れる展開をすることに
限界があるのであれば，このような内容をマグネ
ットスクーノレの形式で、展開することは，教育的効
果から言えば意味を持つものとなる。何よりも，
地域で体験するような事柄をそれに近づく形で展
開できることにマグネットスクールの魅力がある。
その他，休日にマグネットスクーノレを展開する
ことには運営上の課題点もある。費用負担の側面，
休日に学校を開けるということからの勤務外での
鍵開け，当日講座に参加した生徒に対する安全管
理面(責任の所在)である。
今回のマグネットスクールで、は，講座を参観頂
いた教職員Yの外部評価に， 1回限りの講座でも
こうした成果はあるわけであり，何回かのまとま
った講座というものを今後は試みる価値があるよ
うにも考えましたj とあった。地域への理解，関
心をより持続して高めるためには連続性の講座が
必要となる。
マグネットスクーノレを連続性のものとして実施
しようとするときに出てくる課題がある。先の運
営上の課題の他，大きくは次の3点である。
1点目は内容についてである。展開を固定化す
るとマンネワになる。展開は1回きりのものとし
次囲は違うものとしないと，新鮮さを持たせて地
域への興味・関心を高めることは難しくなる。講
座が楽しいと感じることが興味につながるのであ
れば，連続する際は講座の大きなねらいに即して
展開のバリエーションを考えていく必要がある。
2点目は生徒の参加についてで、ある。今回の講
座の事前に， 1興味はあるのだが用事が入っている
ため参加で、きないJという返答が複数あった。
この用事とは，部活動，ボランティア活動，模擬
試験などである。事後のヒアリングでも， 1休日は
部活動があるためこのような内容を実施するので
あれば平日の授業に組み込まれであった方が良いJ
とする生徒の意見が槙数ある。この点については
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広報をより早くし調整を困るという方法もある。
3点目は教職員からの理解である。現状では一
部の熱心な教員による“切り離された"展開とな
りうる可能性がある。「休日に行うことについては
不要」とするA高校での教職員のアンケートへの
記述も多い。外部評価では， 1判;交教育の一環とし
て取り組むのであれば，目標や目的，年間指導計
画などを学校全体で検討し(共通理解・協力が得
られた上で)，実践する必要があると思いますJと
学校全体での検討・実践の必要性を指摘する。こ
の点が，マグネットスクールを連続性でかつ学校
全体を活性化させるものとする際に不可避な課題
となる。
それでは，このマグaネットスクーノレ企画がどの
ような展開・接続をすることで，教職員の理解が
なされ，教育計画の中での位置づけができるのか。
3つの方向から提示したい。 1つ目は生徒を運営
側に巻き込むという展開である。 B高校での教職
員Zからの外部評価には， 1生徒会企画として，今
後も継続して地域を学ぶ機会を作って欲しいと思
うJとある。現在ある生徒会系E織を活用し，生徒
が運営に関わることから学校全体の組織的運営へ
としてして方法である。
2つ目は，同僚聞の協力を人的な側面から得て
いくことである。同僚同士の関係において，新た
な企画を提案する時には，同意を得，主体的な参
加協力を得ることが重要である。この協力を生み
出すーっの方法が，信夫智彰 (2012)の言う「人
間関係形成を重点に据えたチーム形成アプローチ」
である。信夫によれば， 1生徒観，教師観について
述べるところから互いの自己開示が始まり，双方
の共感を生むに至っている」とある。目標を共有
化するにあたり自己開示を初めに据えていること
は示唆を与える。企画の目的のみを同僚に話すだ
けでなく，自らの教育観について開示することが，
主体的な同僚の参加協力を得ることに近づいてい
く。指導の専門性の高い教職員集団にあって同僚
開で主体的な協力を得る方法は，この自己開示か
らのアプローチが最も有効だと考える。
3つ目は，学校目標に基づき企画の砥念・目標
を理論イじすることである。これは，序尉哉の長から
合意を得る際に必要であり，学校全体の教育活動
として実施するときに不可欠となる。企画が教育
計画に位置づけられ，教職員1人1人のものとし
て機能するために理論化は必要となる。
同僚性がなし、から新しい企画実践ができないの
ではない。むしろ企画実践こそが，協働での活動
の展開をとることでさらなる同僚性を構築してい
く。 (a)生徒側から運営に巻き込むアプローチ，
(b)専門性の高い教職員の同僚に対しては自己開
示から始まるアフ。ロー チ， (c)組織の長，主任に
対しては目標論からのアプローチというそれぞれ
を採っていくことが，マグネットスクールについ
て教職員理解がなされ，教育計画に位置づけられ
た実践とするために有効となる。
(3)地域の生活文化に触れることについて
今回のマグネットスクールで、は，学校という場
所で地域の生活文化の本物に触れた。今後，各人
の興味の高まりに応じて，地域に実際に出て本物
を見たり地域の人と関わったりすることとなれば，
教育的効果もより高まることが予想される。今回
の講座では，参加した生徒の動機に「以前小学校
のときに狂言をしたことがあるから興味があったJ
f家の人が演じている伝統芸能を以前から見に行
っていたから」という言葉があった。以前にこう
いう経験をしていたことが，その後の興味の高ま
りと持続，そして今回の講座への主体的な参加へ
と至っているo であるならば，未だそのような経
験をしていない生徒に対し，本物に触れる体験の
機会を与えることは意味のあることとなる。
地域の生活文化に関わることの価値は何である
のか。伝統芸能である松山能(狂言)をかつて小
学校・中学校の時に演じたことのある人は，次の
4つを学んだと言葉にした。
①礼儀について
②大人と会話をすることができるようになる
@能や狂言などの文化的知識が高くなる
④人前で発表するという経験により，そういう場
面において自信を持てる
すなわち社会性，文化的知識の獲得，自信また
は自己有用感(達成感)が，伝統芸能を演じるこ
とで得られるものとしてある。これは学校内だけ
の教育に限ったとき以上に得られる教育的な効果
である。伝統芸能は身体的動作を伴い，心身を解
放して表現することからの感動と達胸惑を自らに
生み出す。
以上は芸能の特性であるが，生活文化全般とし
ても地域に関する内容であれば地域への理解，愛
着を高める。このことは，地域へ誇りを持つこと
につながる。大原債は， r地域に誇りを持てば，地
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域への行動につながる」と言う。地域への誇りは
自らの存在の基盤となるだけでなく，主体的に地
域に参加，参画していくための行動へと結び付く。
地域に住む人が充実した生を送り，自ら地域に働
きかける主体となることは，地域活性と言える。
生活文化は地域に対する誇りに結びつく属性を持
ち，地域活性に寄与するものである。
5 到達点と課題
高等朝交において地域の生活文化をマグネット
スクールの形で、カリキュラムに接続することは，
地域への知識・理解，関心を高める教育的効果を
もたらすことが明らかとなった。その際，本物に
触れる経験が学びの楽しさを与え，教育的効果に
つながる。 一方，講座を連続性の形として教育計
画に位置付けられるような展開・接続の在り方が
課題となった。地域の生活文化が，携わる一人一
人の成長と豊かな生につながるものとして，そし
て地域における学校を活性化するものとして，今
後もその価値と可能性の追究が求められる。
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